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事業名 事業 事業
一般国道３９８号石 巻バイパス 区分 一般国道 主体 宮城県

いしのまき

起終点 延長
自：宮城県石巻市新上沼 至：宮城県石巻市南 境 ２．７km

いしのまきししんかみぬま いしのまきしみなみざかい

事業概要
一般国道398号は、宮城県石巻市を起点として秋田県由利本荘市に至る延長249kmの幹線道路である。
石巻ﾊﾞｲﾊﾟｽは、石巻市中心部の交通渋滞緩和、通過交通を処理する環状道路としての機能確保、石巻地
方拠点都市地域計画の支援、災害時の避難ルートを確保等を目的とする延長約11kmの４車線道路である。
事業中のⅠ期区間は、特に事業効果の高い石巻市中心部の約2.7kmを暫定２車線で整備するものである。
Ｈ１０年度事業化 Ｈ９年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手
全体事業費 ９８億円 事業進捗率 ９１％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ７，７００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) １．６ １２/１１４億円 １８５/１８５億円 平成１９年

事 業 費：8.1/111億円 走行時間短縮便益：186/186億円
(残事業) １５．９ 維持管理費：3.6/3.6億円 走行経費減少便益：0.87 / 0.87億円

交通事故減少便益：-1.4/ -1.4億円
事業の効果等
・物流効率化の支援（第三種漁港｢女川漁港｣から三陸縦貫自動車道へのアクセス性向上）
・個性ある地域の形成（石巻地方拠点都市地域計画の支援）他 計１１項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
本路線は、女川町等の三陸地域と圏域中心都市｢石巻市｣及び｢三陸縦貫自動車道｣を結び、地域産業の振
興や防災体制の充実等に大きな効果が期待されることから、地元女川町(H20.2)をはじめ宮城県商工会議
所連合会(H19.7)、宮城県町村会(H20.1)等、多くの団体から整備促進を熱望されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
本路線がｱｸｾｽする三陸縦貫自動車道は、事業採択時には仙台方面から石巻河南IC迄の供用だったが、平
成19年6月には桃生津山IC迄、平成20年度には登米IC迄と気仙沼方面へ順次供用が開始されている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
進捗状況：事業全体の進捗率91.2％(用地完了済)。
残 事 業：曽波神大橋上部工及び舗装工等。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
地盤が想定以上に軟弱であったためその対策に期間を要したが、既に用地補償･軟弱地盤対策･南境ﾄﾝﾈﾙ
本体工が完了しており、早期の供用開始に向けて円滑な事業進捗が期待できる。
施設の構造や工法の変更等
他事業との調整やﾘｻｲｸﾙ材の利用により建設コストを縮減するほか、橋梁部材に耐候性鋼材を使用し維
持管理コストの軽減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考える。
事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


